
  

議会報告会 報告書 
           

開 催 日 平成２４年５月１５日（火）   18：30 ～ 20：15  

開 催 場 所 霧島自治公民館 参加人数     23 人 

出 席 議 員 

（  ３ 班 ） 

宮本 明彦、有村 隆志、今吉 歳晴、木野田恵美子、中村 正人、徳田 和昭 

池田 綱雄 

役 割 分 担 

班 長（ 徳田 和昭  ） 副班長（ 木野田 恵美子 ） 

委員会報告者 

 

総 務 常 任 委 員 会 （宮本 明彦        ） 

環境福祉常任委員会 （今吉 歳晴        ） 

産業教育常任委員会 （中村 正人        ） 

建設水道常任委員会 （池田 綱雄        ） 

予 算 常 任 委 員 会 （有村 隆志        ） 

記 録（ 有村 隆志  ）  

議会報告 

に対する意見等 

 

 

意 見 交 換 会 で の 

主 な 意 見 等 

凡例   ◆：市民の方々からの意見  ⇒：議員の回答） 

◆大型養豚場を作るのに非常にいやだと思っている、市と議会の考え方はどうか。趣旨

採択についてわかりやすく説明してほしい。 

⇒議会で趣旨採択とした。趣旨採択は意見を尊重し採択するということである。議会の 

申し合わせとしては、陳情の採択、不採択にすることは色々な要因があり、趣旨採択と 

せざるを得ない場合については、その理由を明らかにして行うこととすると申し合わせ 

をしている。 

 

◆２月10日の議会報告会で議員が言ったことと、議会報告会報告書に書かれているこ 

と、今回の議会だより第２６号に掲載してある趣旨採択の表現が違う。その辺りを説明 

してほしい。 

⇒広報広聴常任委員会で趣旨採択について精査、確認をしながら、今回のような報告書 

を作成したというところである。 

今回の趣旨採択は、議会だよりに掲載の通りで、「環境を汚染するような養豚場は反 

対だよ」と、これはみんな意思統一していると思う。「養豚場を造ることに反対だ」と

これは全体の意志ではないと思う。議会だよりに書いてある「環境を汚すような養豚場

は建設に反対だ」との趣旨の採択である。 

 

◆霧島は人口が減り限界集落が出てきている。 

①議員の皆さんは人口増の対策とかは考えていないのか。 

②実は個人的にこの歳でシルバーに行っている。独居老人の買い物対策として、どうせ

一日一回巡るのだから、シルバーの方に自分が出たついでに買い物を持っていくことが

できるように、これは提案ということで受け取ってほしい。 



  

 

意 見 交 換 会 で の 

主 な 意 見 等 

 

◆検査等の通院で、できれば福祉バスを月に１回ぐらいでも医療センターの方に行っ 

てもらえないか。霧島の駅の福祉センターまででも。そこまで車で行ってそれから乗 

っていくような方法をお願いしたい。 

 

 

 


